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研究成果の概要：科学技術と社会とが接する場では様々な対立が起こる。本研究ではこれを，

合理性をめぐる問題として捉え，哲学と科学技術社会論を統合した研究を行った。即ち，一方

で，原子力を具体事例として，対話を通して社会と市民に開かれた新たな合理性を追求するコ

ミュニケーション論的研究を行った。他方，こうした議論に理論的な裏付けを与えるものとし

て，旧来の科学的合理性や社会的合理性の概念的枠組みの再検討を行い，内外の研究者を交え

て哲学史的，応用倫理学的な議論を重ね，新たな合理性モデルにつながる試論の提出を試みた。 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 9,800,000 2,940,000 12,740,000 

2007 年度 6,800,000 2,040,000 8,840,000 

2008 年度 6,100,000 1,830,000 7,930,000 

年度  

  年度  

総 計 22,700,000 6,810,000 29,510,000 

 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：哲学・「哲学･倫理学」 

キーワード：合理性，討議倫理，物語り論，科学技術コミュニケーション 

 
１．研究開始当初の背景 
(1)自然科学か社会科学かを問わず，科学的
知見はしばしば不確定要素を抱え込まざる
を得ない。科学的合理性が係争中の問題に対
して唯一の説明根拠を与え得ない事例も少
なくないし，科学者の間で意見が対立するよ
うなケースや，長期予測が困難で科学が一義
的な結論を出せない問題も数多い。にもかか
わらず，一定の期間内に明確な社会的決定を
行うことが，政策決定の場や裁判において求
められている。ここに，意思形成における科

学的合理性の貢献度の限定性と社会的な合
理性の意義が課題となる理由がある。 
(2)他方，科学研究の進展には様々なレベル
でのポリティックスが関わっており，科学的
合理性とともに，社会的合理性が深く関与し
ている。それゆえ，これまで哲学的扱いが手
薄だった技術的知識を念頭に，公共的営みと
しての科学技術の意味が問われねばならな
い。従来，科学的合理性の基準として，普遍
性・実証牲・数量化・非人称性等の指標が挙
げられてきたが，科学技術と社会との接点に



おいては，視点や人称性を排除することはで
きず，出来事を解釈し，意味づける一種の「物
語り的説明」の文脈の中で，科学技術の合理
性の社会的意義が問われる必要がある。 
(3)社会的合理性に関しても議論装置は概し
て未整備である。専門家と非専門家たる市民
との間の意思形成については，医療倫理にお
けるインフォームドコンセント・モデルや，
利害関係者の参加を唱えるステイクホール
ダー・アプローチが提唱されているが，いか
なる決定が妥当で合理的と見なされるかに
ついては，いまだ論議が継続中である。視点
や利害の対立する人称的状況において，人々
があることを妥当なものとして取り決め受
け入れるあり方と根拠を提示し，物質的豊か
さとともに精神的豊かさを持った社会への
道筋をつけることが，様々な差異を抱え込ん
だ 21 世紀社会の喫緊の課題となっている。 
 
２．研究の目的 
(1)上の「研究の背景」で述べた事態を科学
的合理性と社会的合理性の齪歯吾に起因す
る問題として捉え，「社会哲学」的視座から
基礎的枠組みの構築と実践的方法論の定礎
を試みる。社会哲学的とは，専門家と非専門
家との問の情報格差，富の分配の不均等，社
会における支配的地位と従属的地位，価値観
をめぐる対立等，現実に直面する格差・対立
を考慮して，倫理的な原則や理論とともに，
社会的な制度，構造，政策をも考察の射程に
入れるという意味であり，同時に，討議倫理
やアイデンティティの倫理等の成果をもと
に「物語り論的」対話状況そのものの成立条
件を解明する哲学的な検討をも意味する。か
くして，科学的合理性と社会的合理性を成立
基盤に遡って歴史的に解明するとともに，新
たな「合理性モデル」を構築することによっ
て，実践的問題への適用を試みる。 
(2)具体的には，古代，近代，現代の各哲学
分野の専門家を中心に，技術倫理，企業倫理，
環境倫理等における意思形成，同意，説明責
任等に関し，その共通点と相違点とを明らか
にし，それと合理性概念に関する哲学史的考
察とを有機的に結合して哲学的・倫理学的考
察に裏打ちされた社会哲学の構築を目指す。 
(3)また，社会的な意志形成と深い関わりを
持つ NPO の政治学，環境社会学，科学技術社
会論等の専門家の参加を得て，市民と科学
者・工学者との間の科学技術コミュニケーシ
ョンの現状把握と学際的視点からの評価と
理論化を行い，倫理学的・哲学的議論と社会
科学的議論との統合を図る。目標としては，
実践的なコミュニケーション・プログラムの
作成，試行および事後評価を行う。 
 
３．研究の方法 
(1)研究課題に照準を合わせて，以下の三つ

の研究グループに分かれて問題点の整理と
分析を行った。「哲学史グループ」（合理性概
念の歴史的考察，２１世紀社会に適合する新
たな「合理性モデル」の提示），「社会倫理グ
ループ」（応用倫理分野に即した意思形成や
合意の「物語り論的モデル」の可能性の検討，
コミュニケーション実践への活用のための
方法論の整備），「科学技術社会論グループ」
（価値対立，主体形成（NPO），制度論の三方
向から社会的意思形成と合意を総合的・多角
的に位置づけ，コミュニケーション実践の方
法論を練り上げ，具体的な場で試行する）。 
(2)各グループを中心に，内外の研究協力者
を招聘ないし訪問して，意見提供を求めると
ともに，年に数回，シンポジウムないしワー
クショップを開催した。その成果の一部は，
『モラリア』等の印刷物で公開した。 
(3)海外の学会，海外機関・他科研費プロジ
ェクトとの共同企画に研究代表者，分担者を
派遣し，とくにアジア，ヨーロッパの研究者
との合理性に関する研究交流を行った。 
(4)原子力をテーマに賛成・反対の両方の専
門家と市民を交えたフィーラムを２回開催
し（東北大学未来科学技術共同研究センタ−，
大阪大学コミュニケーションデザインセン
ターと共催），科学技術コミュニケーション
の実験およびその事後評価を行った。 
 
４．研究成果 
(1)総論：本研究の総論として次の点が確認
された。即ち，グローバリズムの進展と平行
的に，自然科学，社会科学，人文科学を問わ
ず一切の現象が「自然的」であり，自然科学
的方法による合理的説明を許容するという
立場が登場してきた。これにより旧来の固定
的境界が取り払った意義は認められるが，同
時に「人類の持続可能性」という観念のもと
に，科学的合理性と社会的合理性とを統合し，
「人間の操作的自然化」ではなく「人類の共
生的自然化」へと向かう知の構築が急がれる。
その核心は，歴史と社会の中で自分の現在位
置を確認するための地図を描くことができ，
それに基づいて人類社会のために何をなす
べきかを知ろうと努力している状態として
の「教養」にある。現代の教養は，科学技術
の社会的影響や地球環境の危機について何
をなすべきかを知るべく，人文知と科学知の
双方を射程に収めねばならず，そしてこの教
養の上に，科学技術の合理性の社会的意義は，
出来事を解釈し，意味づける物語り的，対話
的な文脈で再構築されなければならない。 
(2)科学技術コミュニケーション：具体的な
研究として，原子力に関する対話実験を行っ
た。原子力をめぐっては，配管のひび割れ問
題の例に顕著なように，科学的理論・経験に
基づく判断では直接的危険が生じないとす
る専門家内部での合意と，運転再開をめぐる



社会的意志決定の食い違いという問題や，今
日的には，原子力発電を CDM（クリーン開発
メカニズム）技術として承認することの是否
をめぐる政策的問題において，その合理的決
定のあり方が絶えず問われてきた。本研究で
は，方策を種々工夫することで，対立する立
場の問で相互に敬意を払った理性的な実質
的で議論を行い，細かな合意を積み重ねうる
ことを確認した。これはこれまで原子力に関
する討論会では見られなかったものである。
この実験を通じて次の課題が明らかになっ
た。第 1 は議論の公正さの確保である。推進
側が知を独占する巨大技術開発においては
反対側に事実データの提出を求めることは
公正さを欠くが，逆に，推進側の専門家には
直接の研究領域を超えた問題にも答える努
力が求められる，という非対称性が存する。
第 2は市民が直接の利害関係を超えていかに
して「市民的良識」に立ちうるかという問題
である。対話を社会に実装する際にはこの問
題はより先鋭化する。第 3に，はじめに結論
ありきの事実提示ではなく，市民参加の形を
とった場合，専門家が「欠如モデル」を超え
ていかなる科学知を提示しうるかという，問
題がある。以上から，この実験を踏まえ，市
民参加の階梯を高めていくためには，熟慮型
対話を創出するための経験知の蓄積と理論
的基礎付けの必要性が結論づけられる。 
(3) 上記に関連して次の議論が提示された。  
①このような対話をガバナンスの視点から
捉える政治学の立場からは,理性をはたらか
せ,公共的理由(ロールズ)をあげながら合意
形成を行う熟議デモクラシーないし討議デ
モクラシーの意義が指摘される。この場合,
公共的な理由を掲げることができる能動的
な市民(パブリック)が存在するかどうかが
問題となる。日本の現状ではパブリックコメ
ントのレベルにとどまり,パブリックインボ
ルブメントをどう実現するのかの方向性す
ら定まっておらず,ガバナンスへの関与をめ
ぐってこうした市民が欧米と同様な機能を
果たすのは困難である。 
②哲学史サイドからも,現代の民主主義社会
の統治で統治の目的を一意的に規定するこ
との困難さが挙げられた。プラトン政治哲学
においては,政治的支配の目的が例えば市民
の幸福な生の実現として規定され,しかも幸
福な生の内実がある程度具体的に規定され
ているため,政治的支配の合理性が何に存す
るのかは明確である。これに対し現代の民主
主義社会の統治では,支配者による人民の支
配という枠組はそのままでは適用しがたい
ため,社会的文脈での行為の合理性が具体的
に何かを特定するには,当の行為等に参与す
る者それぞれのコミットメントを明確化し,
衝突があるときにはこれの調停がはかられ
ることが不可欠となる。それゆえ,社会的合

理性の検討においては,各人のコミットメン
トを明確化し,その調停をはかる場面での合
理性が重要となる。こうして討議倫理の原理
的検討が社会的合理性の解明の鍵となると
の議論が提示された。 
③これに対し,以上の公共空間が土地の時間
も土地の空間も超えた共通言語のもつ共通
空間であるのに対し,長い時間をかけて人々
とその〈生の自然〉との問で生み出されてき
た公共領域があるとの議論もなされた。前者
は効率的・平均的で最普遍的な公共的情報か
らなるが,その高度な普遍性のゆえに,とき
に目的地のすぐ近くまで導きながら,それ以
上を不可能にする知へと知性を差し向けて
しまう。この知はときに杓子定規となり,そ
の分,状況に沿った柔軟で誰にでも備わる普
通の知は鳴りを潜めてしまう。公害病認定訴
訟における政府・企業と地元民との問をはじ
め様々の「現場」で先鋭化するのが,こうし
た知の杓子定規さだとすれば,このような宙
に浮いてしまった知を着地させるための努
力も忘れられてはならないのではないかと
の主張が提示された。 
 こうした公共への市民の関与と名もない
土着の知の扱いは今後の課題となる。 
(4) 合理性概念の哲学史：近代哲学の多くが
神の思想を成立根拠としていることから,ド
イツ観念論に依拠して,次のような成果が示
された。まず,最終根拠としての神の理解が
「理性性」の基準と見されうることである。
神と人間との近さと同時に限りない隔たり
の意識とが,人間理性の本質をなす,と考え
られる。その際,神の理性が理論理性として,
科学的合理性の基準とみなされ,他方,この
世界へと下降し,人間化した神の理性が,人
間的諸事象の原理と見なされるとき,それが
実践理性,社会的合理性として顕わになる。
それゆえ,科学的合理性と社会的合理性とい
う両概念は決して別のものではないが,有限
な存在としての人間においては必ずしも一
致するわけではないということになる。  
(5)合理性と倫理との関係:  
①科学技術倫理に関して，科学的合理性と企
業や経営の論理の対立と見える不正や失敗
の事例について，両者が交錯する複雑な「プ
ロセス」の重要性が指摘された。科学技術を
使用する現場では，科学的合理性が働いてい
るとはいっても，逸脱をそれとして判断する
には，何かに「気付き aware」，それを問題と
して定立し，場合によっては従来の解釈や意
味づけの図式=物語り(例えば，安全性につい
ての「神話」)を変更していく一連の過程が
必要である。「不正」の一部分は，この過程
における齟齬に由来する。かくして科学的合
理性をより柔軟に把握することの重要性と，
技術者個人の倫理に収まりきらない組織の
倫理の必要性とが示された。 



②アリストテレスの徳倫理学の視点からは，
科学的合理性と社会的合理性との位相の検
討に際し，「知性的徳」と「性格的徳」との
差異的統合が有益な論点となることが示さ
れた。即ち，各々の徳は最終的には「観想」
と「実践」とへの分岐という契機を孕みつつ，
知性的徳としての「思慮」が行為の統合的な
核となる。それゆえ，「手段」としての科学
的合理性を「目的」としての社会的合理性が
主導する点に，合理性の本源的なあり方が見
出される。こうした思慮という合理性は，理
性と感情との統一，論理的な厳密性と柔軟性
との調和，普遍妥当性と個別適応性との統合，
徳の教授可能性，倫理的問題の発見とその解
決能力等に向けられた，倫理的思考の俯瞰性
を証示している。それは実践的場面で合理性
が発現するあり方を示す原点となる。 
(6)本研究の位置づけ等:本研究でなされた
対話実験は,日本では原子力をめぐるものと
して初めてのものであり,科学技術コミュニ
ケーションの実例としてその意義は大きい。
この実験は,欧米での諸実験と並んでこれか
らモデルの一つとなろう。これに対する対話
的合理性のモデルであるが,政治学,社会学
分野での議論展開と実例を踏まえ,哲学史上
の合理性概念の変転を顧みた上で,我が国の
社会に適合する形で新たに構想される必要
がある。(2)〜(5)で示したような本研究で見
出された糸口をこの方向でいかに展開して
いくかがこれからの課題である。 
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